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【
う
ら
へ
続
く
】

　

国
葬
問
題
。「
当
日
の
国

会
前
集
会
へ
行
っ
た
。
も

の
す
ご
い
人
で
、
安
保
法

制
反
対
の
と
き
の
よ
う
な

盛
り
上
が
り
だ
っ
た
」「
志

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

異
次
元
の
金
融
緩
和
で
異

常
な
円
安
が
進
ん
で
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
の
志
位

委
員
長
は
「
物
価
高
騰
が

さ
ら
に
進
む
こ
と
は
分
か

り
切
っ
た
こ
と
だ
が
止
め

る
に
止
め
ら
れ
な
い
。
金

融
政
策
が
完
全
に
手
詰
ま

り
、破
綻
に
陥
っ
て
い
る
」

と
批
判
。
そ
の
上
で
、「
日

「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」
は
完
全
に
破
綻

　
政
治
の
責
任
で
実
効
あ
る

　
賃
上
げ
政
策
を

大
軍
拡
で
な
く 
９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を

本
が
『
賃
金
の
上
が
ら
な

い
国
』
か
ら
抜
け
出
せ
な

が
あ
る
」
と
強
調
。
現
状

を
打
開
す
る
た
め
に
は
二

つ
必
要
な
こ
と
が
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
中
小
企
業
に
対

し
て
社
会
保
険
料
の
減
免

を
中
心
に
賃
上
げ
の
た
め

の
思
い
切
っ
た
財
政
出
動

を
行
い
、
政
治
の
責
任
で

実
効
あ
る
賃
上
げ
政
策
を

と
る
こ
と
。
ま
た
大
企
業

の
内
部
留
保
へ
の
時
限
的

な
課
税
を
行
い
、
10
兆
円

の
財
源
で
中
小
企
業
支
援

を
行
い
、
中
小
企
業
、
大

企
業
の
労
働
者
双
方
の
賃

上
げ
に
つ
な
げ
る
こ
と
で

す
。

　

も
う
一
つ
は
、
物
価
高

騰
か
ら
国
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
消
費
税

５
％
へ
の
減
税
に
踏
み
切

る
こ
と
、
ま
た
75
歳
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
の
２

倍
化
を
中
止
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

核
禁
条
約
に
新
た
に
７
カ
国

新
規
署
名
・
批
准
　
国
連
で
式
典

　

核
兵
器
禁
止
条
約
に
新

た
に
５
カ
国
が
署
名
し
、

２
カ
国
が
批
准
。
式
典
が

国
連
本
部
で
開
か
れ
ま
し

た
（
9
月
22
日
）。

　

新
た
に
署
名
し
た
の
は

位
委
員
長
の
『
絶
対
認
め

ら
れ
な
い
。
た
た
か
い
は

こ
れ
か
ら
だ
』
と
の
ス

ピ
ー
チ
は
よ
か
っ
た
」「
テ

レ
ビ
は
国
葬
の
ラ
イ
ブ
報

道
、
安
倍
礼
賛
ば
か
り
で

う
ん
ざ
り
だ
」「
岸
田
首
相

は
安
倍
政
治
を
『
す
べ
て

今
日
に
連
な
る
い
し
ず

え
』
と
評
価
。
継
続
は
許

さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

統
一
協
会
と
自
民
党
の

癒
着
。「
細
田
衆
院
議
長
が

書
面
１
枚
で
統
一
協
会
と

の
接
点
を
認
め
た
」「
協
会

や
関
連
団
体
の
会
合
に
４

回
出
席
、
選
挙
で
も
支
持

を
得
て
い
た
が
書
面
で
は

記
載
な
く
反
省
の
言
葉
は

署
名
国
は
91
カ
国
、
批
准

国
は
68
カ
国
と
な
り
ま
し

た
。

　

国
連
の
中
満
泉
軍
縮
担

当
上
級
代
表（
事
務
次
長
）

は
式
典
で
「
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
は
核
兵
器

の
な
い
世
界
と
い
う
目
標

の
達
成
へ
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
る
」
と
述
べ

て
歓
迎
し
ま
し
た
。

バ
ル
バ
ド
ス
、
ブ
ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ
、赤
道
ギ
ニ
ア
、ハ

イ
チ
、シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、批

准
し
た
の
は
コ
ン
ゴ
（
旧

ザ
イ
ー
ル
）、ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

い
。
こ
こ
に
最
大
の
原
因

な
い
」「
野
党
は
３
日
か
ら

の
臨
時
国
会
で
説
明
を
求

め
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
部
分
的
な
動
員
令
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

が
出
て
１
週
間
、
ロ
シ
ア

国
内
か
ら
の
脱
出
者
が
急

増
し
て
い
る
」「
ロ
シ
ア
政

府
は
動
員
対
象
者
に
は
パ

ス
ポ
ー
ト
を
発
給
し
な
い

と
表
明
」「
国
連
の
グ
テ
レ

ス
事
務
局
長
は
東
・
南
部

４
州
の
ロ
シ
ア
編
入
は
国

連
憲
章
と
国
際
法
違
反
だ

と
厳
し
く
批
判
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
11
日
か
ら
国
の
全
国
旅

行
支
援
が
始
ま
る
」「
東
京

都
は
20
日
か
ら
実
施
だ
」

「
新
規
感
染
者
が
少
な
く

な
っ
た
と
は
い
え
、
東
京

は
４
～
５
千
人
が
感
染
、

10
数
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
」「
規
制
を
緩
和
し
て
い

る
が
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
五
輪
汚
職
。「
東
京

地
検
が
高
橋
元
理
事
を
受

託
収
賄
容
疑
で
３
回
目
の

逮
捕
を
し
た
」「
広
告
大
手

の
大
広
か
ら
１
５
０
０
万

円
の
賄
賂
を
受
け
取
っ
た

容
疑
だ
」「
資
金
提
供
の
受

け
皿
と
し
て
複
数
の
会
社

を
準
備
し
身
分
を
隠
し
て

い
た
と
い
う
か
ら
悪
質

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
25
日
、ヤ

ク
ル
ト
が
２
年
連
続
９
度

目
の
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
し

た
」「
若
手
選
手
の
活
躍
が

　

大
相
撲
秋
場
所
。「
平
幕

の
玉
鷲
が
２
度
目
の
優

勝
」「
37
歳
10
カ
月
で
の
優

勝
は
年
６
場
所
制
で
は
幕

内
最
年
長
記
録
と
の
こ

と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
涼
し
く
な
っ
た
」「
公

園
の
花
壇
で
色
と
り
ど
り

の
花
が
咲
く
よ
う
に
な
っ

た
」「
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
が

咲
い
て
い
る
」「
キ
ン
モ
ク

セ
イ
が
咲
き
出
し
た
。
い

い
香
り
だ
」

  カニ甲羅から蓄電池
電解質に成分利用　環境低負荷

米国の材料科学誌『マター』（９月１日）

「国葬」反対！国会前に 1 万 5 千人
（9月 27日）

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
は

９
月
24
日
、「
デ
ジ
タ
ル
社

会
と
人
権
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
神
戸
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

山
本
龍
彦
慶
大
教
授
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
。

グ
ー
グ
ル
な
ど
が
情
報
の

優
劣
や
信
頼
性
よ
り
も

人
々
の
関
心
に
重
き
を
置

く
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
採

用
。
ユ
ー
ザ
ー
の
閲
覧
履

日
弁
連
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
警
鐘

　
　
山
本
龍
彦
慶
大
教
授
が
講
演

歴
か
ら
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
プ

ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
、

自
己
洗
脳
の
よ
う
な
状
態

に
陥
り
、
情
報
を
自
己
決

定
で
き
な
く
な
る
と
指
摘
。

内
心
の
自
由
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
を
危
機
に
さ
ら
す

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｕ
で
は
「
一
般
デ
ー

タ
保
護
規
則
」
で
自
己
情

報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
が
確

立
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本

で
は
デ
ー
タ
の
保
護
は
基

本
的
人
権
と
し
て
認
識
さ

れ
て
お
ら
ず
、
個
人
情
報

の
自
己
決
定
権
も
確
立
さ

れ
て
い
な
い
と
指
摘
。
Ａ

Ｉ
の
よ
う
な
技
術
か
ら
の

保
護
を
目
的
と
し
た
権
利

章
典
を
考
え
る
必
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
の
関
心
を
引
く

情
報
を
大
量
「
投
下
」
す

る
も
の
で
、
ユ
ー
ザ
ー
は

日本原水協が声明

ロシア核脅迫に断固抗議

　

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
た
び
重
な
る
核
脅

迫
発
言
に
対
し
て
、
原
水

爆
禁
止
日
本
協
議
会
は
９

月
22
日
、
断
固
抗
議
す
る

声
明
を
発
表
し
、
在
日
ロ

シ
ア
大
使
館
に
送
付
し
ま

し
た
。

　

核
兵
器
の
使
用
は
「
大

量
破
壊
と
非
人
道
的
結
末

し
か
な
い
」と
指
摘
。「
核

兵
器
は
、
人
間
と
し
て
死

ぬ
こ
と
も
、
人
間
ら
し
く

生
き
る
こ
と
も
許
さ
な
い
、

『
絶
滅
』だ
け
を
目
的
と
し

た
『
絶
対
悪
』
の
兵
器
で

あ
り
、
そ
の
保
有
も
使
用

も
許
さ
れ
な
い
」
と
強
調

し
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

略
を
停
止
し
、
即
時
撤
退

す
べ
き
で
す
。
国
連
憲
章

の
順
守
と
紛
争
の
平
和
解

決
、
核
兵
器
の
全
面
的
廃

絶
の
た
め
に
誠
実
に
行
動

す
る
よ
う
強
く
要
求
し
ま

す
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　米メリーランド大学などの研究グルー
プは、カニの甲羅などに含まれるキチン
という成分からつくったキトサンと亜鉛
を主成分とした電解質をつくることに成
功しました。充電と放電を１０００回繰
り返しても、性能は維持されていました。
　キトサンは、微生物によって分解され
ます。研究グループが開発した電解質は、
不要になれば５カ月以内に完全に分解さ
れるといいます。

目
立
っ
た
」「
セ
・
リ
ー
グ

は
３
位
争
い
が
し
烈
に

な
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×


